
















要約:不妊治療における多胎児の発達予後を、自然妊娠による多胎児のそれと比較し、さ

らに胎児数によって予後不良の発生に有意な差がみられか否かを検討するために多施設共

同調査を行った。その結果、不妊治療群と自然妊娠群間には予後不良発生率の有意差はな

く、不妊治療群における双胎と品胎間にも有意な予後不良発生率差はなかった。


